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　 After World War II, Japan was occupied by the Allied Occupation Forces for about 6 years and 8 months. In those 
days, it was impossible for Japanese to express a criticism about GHQ. There was the strict censorship of printed 
matter. However“Odoru Otoko” written by NAKANO Shigeharu in 1948 was the novel embedded the criticism 
against GHQ. In this paper I analyzed the contents of this novel in order to clarify the meaning of the works by 
NAKANO Shigeharu in the post-war period. He fought for the pacifism. In addition he played an important role in the 
democratic cultural movements under the guidance of Japan Communist Party that criticized against the aggressive 
war and militarism in the World War II. 
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は
じ
め
に

　

高
等
学
校
国
語
教
科
書
（
教
育
出
版
）
に
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
お
ど
る
男
」
は
、

中
野
重
治
の
代
表
的
な
戦
後
小
説
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
初
出
は
、「
新
日
本
文
学
」
一
九
四
九

年
一
月
号
で
あ
り
、単
行
本
『
話
四
つ
、つ
け
た
り
一
つ
』（
一
九
四
九
年
二
月
、新
日
本
文
学
会
）

に
収
録
さ
れ
た
。
同
書
に
は
「
軍
楽
」「
お
ど
る
男
」「
太
鼓
」「
五
勺
の
酒
」「
街
あ
る
き
」
と

い
っ
た
五
編
の
小
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
時
下
に
書
か
れ
た
「
街
あ
る
き
」（
一
九
四
〇

年
六
月
、七
月
号
「
新
潮
」）
を
「
つ
け
た
り
一
つ
」
と
し
て
除
け
ば
、「
中
野
重
治
戦
後
短
篇
集
」

と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、「
話
四
つ
」
は
戦
後
の
中
野
の
短
篇
小
説
で
あ
る
（
ほ
か
に
、

中
野
の
著
名
な
戦
後
短
篇
小
説
と
し
て
は「
五
勺
の
酒
」や「
萩
の
も
ん
か
き
や
」な
ど
も
あ
る
）。

敗
戦
後
、
一
九
五
二
年
四
月
の
対
日
講
和
条
約
発
効
ま
で
の
間
、
日
本
は
占
領
さ
れ
連
合
国
軍

最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
導
を
受
け
た
。「
お
ど
る
男
」
は
、
そ
の
占
領
下
の

日
本
の
状
況
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し
た
一
九
四
五
年
か
ら
七
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
現
在
、
敗

戦
直
後
の
状
況
は
、
す
で
に
遠
い
時
代
の
で
き
ご
と
で
あ
ろ
う
。
戦
後
の
混
乱
期
は
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
の
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
精
神
状
態
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
『
敗
北
を
抱
き
し
め
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
増
補
版
は

二
〇
〇
四
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
す
ぐ
れ
た
論
考
が
あ
る
が
、
当
時
の
日
本
の
状
況
は
、
戦
時

下
の
制
約
が
解
け
た
解
放
感
に
よ
っ
て
多
く
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
言
論
活
動
が
活
発
に
な
り
は

し
た
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
は
、
戦
禍
に
よ
る
焼
け
跡
の
荒
廃
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

破
壊
さ
れ
た
建
物
や
不
足
す
る
物
資
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
の
精
神
そ
の
も
の
が
荒

廃
し
て
い
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。「
お
ど
る
男
」は
、そ
の
荒
廃
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
「
お
ど
る
男
」
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
小
説
が
敗
戦
直
後
の
日
本
の
精
神
状
況
を

占
領
下
の
明
暗　

―
―
中
野
重
治
の
戦
後
小
説

「
お
ど
る
男
」「
軍
楽
」
を
中
心
に

竹
内　

栄
美
子

描
き
つ
つ
、
占
領
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
占
領
軍
（
当
時
は
進
駐
軍
）
批
判
を
暗
示
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、「
お
ど
る
男
」
と
同
じ
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
う
ひ

と
つ
の
小
説
「
軍
楽
」
に
お
い
て
は
、
占
領
軍
（
米
軍
）
へ
の
批
判
で
は
な
く
、
む
し
ろ
米
軍

の
民
主
的
な
あ
り
よ
う
に
羨
望
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
語
り
手
の
心
情
に
注
目
し
、「
お
ど
る

男
」
と
は
対
極
の
占
領
軍
（
米
軍
）
認
識
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

占
領
下
に
お
い
て
中
野
重
治
は
、
占
領
軍
（
米
軍
）
に
対
し
て
批
判
一
辺
倒
で
も
な
く
、
称
賛

ひ
と
す
じ
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

戦
後
史
の
う
え
で
占
領
と
い
う
事
態
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
評
価
す
る
か
、
現
在
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。
と
り
わ
け
近
年
に
は
「
戦
後
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
、

占
領
下
の
み
な
ら
ず
、
平
和
思
想
、
民
主
主
義
、
人
権
意
識
を
発
展
さ
せ
て
き
た
戦
後
史
の

枠
組
み
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
中
野
が
示
し
た
正
負

あ
わ
せ
た
見
方
は
、
そ
の
よ
う
な
現
在
の
文
脈
か
ら
捉
え
返
し
て
み
る
価
値
の
あ
る
見
解
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
戦
後
日
本
、
中
野
重
治
と
い
う
良
心
』（
平
凡
社
新
書
、

二
〇
〇
九
年
）
で
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
触
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
小
説
の
詳

し
い
作
品
分
析
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
お
ど
る
男
」
の
詳
細
な
読
解
を
通

じ
て
、
占
領
下
の
明
暗
を
中
野
重
治
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
軍

楽
」
も
取
り
上
げ
て
、
中
野
が
示
し
て
い
た
占
領
へ
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
現
在
の
文
脈

へ
と
つ
な
い
で
み
た
い
。

　
　
　

一　

占
領
下
の
中
野
重
治

　
「
お
ど
る
男
」
の
作
品
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
当
時
の
中
野
重
治
が
置
か
れ
て
い
た
状
況

と
時
代
背
景
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
の
あ
と
、
同
年
十
一
月
に
日
本

共
産
党
に
再
入
党
し
た
中
野
は
、
年
末
の
新
日
本
文
学
会
創
立
大
会
で
中
央
委
員
に
選
ば
れ

た
。
ま
た
、
翌
年
一
九
四
六
年
に
は
日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
（
略
称
文
連
）
創
立
の
た
め
に

働
き
、
雑
誌
「
民
衆
の
旗
」
編
集
に
も
た
ず
さ
わ
る
。
新
日
本
文
学
会
や
文
連
で
の
活
躍
と

と
も
に
、
一
九
四
七
年
四
月
に
は
、
第
一
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
日
本
共
産
党
か
ら
立
候
補
し
、

当
選
。
三
年
任
期
の
議
員
と
し
て
一
九
五
〇
年
五
月
ま
で
働
く
こ
と
に
な
る
が
、
議
員
時
代
に

妹
の
鈴
子
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
目
を
引
く
。
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私
達
は
元
気
。
私
は
十
一
日
頃
か
ら
大
阪
、
京
都
、
東
海
道
を
ま
わ
る
。
二
十
三
日
か
ら

再
び
国
会
。
国
会
と
い
う
と
こ
ろ
は
化
物
屋
敷
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
実
際
行
つ
て
み
る
と
、

あ
の
た
め
今
ま
で
国
民
が
ど
こ
ま
で
馬
鹿
に
さ
れ
、
ふ
み
つ
け
に
さ
れ
て
来
た
か
と
い
う
こ

と
が
骨
身
に
し
み
て
分
か
る
。
い
く
ら
か
民
主
化
さ
れ
た
現
在
で
さ
え
そ
う
だ
か
ら
、
今

ま
で
は
ど
れ
程
だ
つ
た
か
、
考
え
る
と
身
の
毛
が
よ
だ
つ
。（
中
野
鈴
子
宛　

一
九
四
八
年

一
月
十
七
日
書
簡
、竹
内
栄
美
子・松
下
裕
編
『
中
野
重
治
書
簡
集
』
平
凡
社
、二
〇
一
二
年
）

　
「
今
ま
で
国
民
が
ど
こ
ま
で
馬
鹿
に
さ
れ
、
ふ
み
つ
け
に
さ
れ
て
来
た
か
と
い
う
こ
と
が
骨

身
に
し
み
て
分
か
る
」
と
述
べ
て
い
て
、
中
野
自
身
、
ど
こ
ま
で
も
国
民
の
側
に
立
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
国
会
が
「
化
物
屋
敷
」
の
よ
う
だ
と
論
評
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。

中
野
の
国
会
議
員
と
し
て
の
仕
事
は
『
国
会
演
説
集
』（
八
雲
書
店
、
一
九
四
九
年
）
に
収
録

さ
れ
た
演
説
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
議
院
で
は
、
運
輸
及
び

交
通
委
員
、
労
働
委
員
、
文
部
委
員
、
在
外
同
胞
引
揚
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
な

ど
と
し
て
働
い
た
が
、
議
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
、
中
野
は
新
日
本
文
学
会
の

活
動
で
も
日
本
各
地
に
出
張
し
て
多
く
の
文
学
講
演
を
こ
な
し
て
い
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、

中
野
重
治
が
か
な
り
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
、
右
の
『
中
野
重
治
書
簡
集
』
に
収

録
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
手
紙
を
見
て
も
容
易
に
推
察
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
忙
を
き
わ
め
て
い
た
中
野
の
「
お
ど
る
男
」
と
「
軍
楽
」
は
、
と
も
に

一
九
四
八
年
十
一
月
に
執
筆
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
原
稿
末
に
記
さ
れ
た
執
筆
日
は
、「
お
ど

る
男
」
が
一
九
四
八
年
十
一
月
七
日
、「
軍
楽
」
が
同
年
十
一
月
十
六
日
で
、
わ
ず
か
十
日
の
差

で
書
か
れ
た
。
発
表
は
、同
じ
く
一
九
四
九
年
一
月
号
（「
お
ど
る
男
」
は
「
新
日
本
文
学
」、「
軍

楽
」
は
「
展
望
」
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
）
で
あ
っ
た
が
、
執
筆
さ
れ
た
こ
の
一
九
四
八
年
と
い
う

年
は
重
要
な
年
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
年
に
は
、
ふ
た
つ
の
大
き
な
で
き
ご
と
が
生

じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
神
戸
・
大
阪
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
問
題
、
も
う
ひ
と
つ
は

福
井
地
震
で
あ
る
。
中
野
重
治
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
一
九
四
八
年
は
、
日
本
あ
る
い

は
東
ア
ジ
ア
の
戦
後
史
に
お
い
て
も
重
要
な
年
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
お
ど
る
男
」「
軍
楽
」
執
筆
の
四
ヶ
月
ほ
ど
ま
え
、
一
九
四
八
年
六
月
二
十
八
日
、
中
野
の

郷
里
で
あ
る
福
井
県
で
大
地
震
が
あ
り
、
中
野
は
七
月
五
日
に
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
を

代
表
し
て
調
査
と
救
援
の
た
め
に
福
井
県
へ
出
か
け
た
。
し
か
し
、
福
井
入
り
し
た
の
ち
、
七

月
十
日
に
は
春
江
町
で
警
官
隊
に
拘
引
さ
れ
、
福
井
市
の
ア
メ
リ
カ
軍
軍
政
部
に
連
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
翌
日
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
福
井
軍
政
部
軍
政
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｆ
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
中
佐
の
命
令
に
よ
っ
て
、
北
陸
震
災
救
援
民
主
団
体
協
議
会
の
人
た
ち
と
と
も
に

東
京
に
押
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
野
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸
救
援
民
主
団
体
協
議
会
の
人
々
が
東
京
に
押
送
さ
れ
た
こ
と

は
、
占
領
軍
の
方
針
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
一
九
四
八
年
の
四
月
に

生
じ
た
、
四・二
四
阪
神
教
育
闘
争
と
呼
ば
れ
る
神
戸
・
大
阪
で
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
問
題
を

想
起
さ
せ
る
。
こ
の
と
き
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
た
。
福
井
地
震
の
さ
い
の
東
京

へ
の
押
送
も
、
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
問
題
の
さ
い
の
非
常
事
態
宣
言
も
と
も
に
、
占
領
軍
は
、
共

産
主
義
者
が
事
態
を
混
乱
さ
せ
「
煽
情
行
為
」
を
行
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
人
学

校
閉
鎖
問
題
の
経
緯
や
、
こ
の
と
き
、
中
野
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
た
か
は
、
前
掲

『
戦
後
日
本
、
中
野
重
治
と
い
う
良
心
』
で
、
日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
の
活
動
と
と
も
に
取

り
上
げ
て
詳
述
し
た
の
で
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
福
井
地
震
に
関
し
て
い
え
ば
、
福
井
市
長

の
名
で
「
災
害
時
公
安
維
持
に
関
す
る
条
例
」
が
出
さ
れ
、
民
主
団
体
の
自
主
的
な
救
援
活

動
は
阻
止
さ
れ
、追
放
、押
送
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
救
援
活
動
が
「
公
安
維
持
」
を
乱
し
「
煽

情
行
為
」
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
占
領
軍
が
共
産
主
義
者
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か

が
う
か
が
え
る
。

　

も
と
も
と
占
領
軍
は
、
敗
戦
直
後
、
共
産
党
に
対
し
て
寛
大
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
。
戦

時
下
の
軍
国
主
義
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
し
た
民
主
的
な
勢
力
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
だ
が
、

し
か
し
そ
れ
は
軍
国
主
義
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
軍
閥
を
解
体
し
て
日
本
の
戦
中
の
勢
力
を
払
拭
す
る

た
め
に
、
共
産
主
義
者
を
利
用
し
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
の
ほ
う
も
、
戦

時
下
、
獄
中
に
囚
わ
れ
て
い
た
自
分
た
ち
を
解
放
し
て
く
れ
た
の
が
占
領
軍
だ
っ
た
か
ら
、
占

領
軍
を
「
解
放
軍
」
と
位
置
づ
け
て
感
謝
の
念
を
表
明
し
て
い
た
。
だ
が
、
占
領
軍
の
ほ
う
は
、

自
分
た
ち
が
解
放
し
厚
遇
し
た
共
産
党
勢
力
が
勢
い
を
も
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
を
抑
制
し
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

同
じ
こ
ろ
の
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
は
、
前
年
の
一
九
四
七
年
に
は
台
湾
で
二・二
八
事
件
が
起
こ

り
、
こ
の
一
九
四
八
年
四
月
に
は
朝
鮮
半
島
の
済
州
島
で
四・三
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
。
国
民

党
政
府
の
腐
敗
や
略
奪
に
苦
し
む
民
衆
蜂
起
を
弾
圧
し
、
多
数
の
人
々
を
虐
殺
し
た
二・二
八

事
件
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
従
来
の
「
台
北
二
二
八
記
念
館
」
に
加
え
、
新
し
い
「
二
二
八
国
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家
記
念
館
」（
二
〇
一
一
年
二
月
二
八
日
に
開
館
）
も
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
、

背
後
に
共
産
党
勢
力
が
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
他
方
、
四・三
事
件
の
ほ
う
は
、

南
朝
鮮
単
独
選
挙
に
反
対
し
た
武
装
闘
争
を
発
端
と
し
た
も
の
で
、
在
朝
鮮
ア
メ
リ
カ
陸
軍
司

令
部
軍
政
庁
の
指
示
を
う
け
た
李
承
晩
政
権
の
弾
圧
に
よ
っ
て
数
万
人
の
人
々
が
虐
殺
さ
れ
た

事
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
衆
蜂
起
を
危
険
視
し
、
共
産
主
義
勢
力
の
台
頭

と
考
え
た
占
領
軍
の
方
針
が
日
本
で
も
先
鋭
に
展
開
し
始
め
た
の
が
、
こ
の
一
九
四
八
年
と
い

う
年
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
の
一
九
四
九
年
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す

る
。
一
九
五
〇
年
に
は
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
大
戦
末
期
、
一
九
四
五

年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
の
段
階
で
す
で
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
米
ソ
に
よ
る
冷
戦
体
制
が

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
く
事
態
が
敗
戦
後
の
一
九
四
八
年
に
顕
著
に
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

国
内
で
は
、
前
年
の
一
九
四
七
年
の
二・一
ゼ
ネ
ス
ト
は
中
止
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
明
ら
か

に
こ
の
段
階
で
、
そ
れ
ま
で
「
解
放
軍
」
と
思
わ
れ
て
い
た
米
軍
は
、
占
領
政
策
を
方
向
転
換

さ
せ
て
い
た
。「
逆
コ
ー
ス
」
と
言
わ
れ
る
方
針
は
、
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成

立
、
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
後
に
生
じ
た
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
な
ど
よ
り
も
も
っ
と

早
く
、一
九
四
八
年
の
段
階
で
、す
で
に
そ
の
方
針
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

翌
年
の
一
九
四
九
年
四
月
に
は
、
団
体
等
規
制
令
が
公
布
さ
れ
、
左
翼
団
体
に
も
適
用
さ
れ
て

構
成
員
の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
七
月
お
よ
び
八
月
に
は
、
下
山
事
件
、

三
鷹
事
件
、
松
川
事
件
と
い
っ
た
奇
怪
な
事
件
が
続
け
ざ
ま
に
起
こ
り
、
そ
れ
ら
は
共
産
主
義

者
の
し
わ
ざ
だ
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て

は
、
の
ち
に
松
本
清
張
が
『
日
本
の
黒
い
霧
』（
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
六
一
年
）
で
、
事
件
の

背
後
に
あ
っ
た
占
領
軍
の
「
謀
略
」
を
丹
念
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
前
後
の
で
き
ご
と
を
見
る
と
、
一
九
四
八
年
四
月
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
問

題
と
、
七
月
の
福
井
地
震
救
援
民
主
団
体
弾
圧
事
件
は
、
占
領
軍
の
方
向
転
換
を
如
実
に
語

る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。「
お
ど
る
男
」
と
「
軍
楽
」
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の

な
か
で
書
か
れ
た
。
で
は
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
小
説
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

二　
「
お
ど
る
男
」

　
「
お
ど
る
男
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

せ
い
て
い
る
時
に
か
ぎ
つ
て
な
か
な
か
電
車
が
来
な
い
。
だ
れ
も
か
れ
も
不
服
そ
う
な

不
機
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
こ
れ
が
不
服
だ
と
い
つ
て
外
へ
あ
ら
わ
せ
る
よ
う
な
、

爆
発
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
屈
辱
感
の
よ
う
な
も
の
が
つ
き

ま
と
う
。
み
な
わ
る
い
顔
い
ろ
を
し
て
い
る
。
さ
え
ぬ
色
だ
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、

四
二
頁
）

　
「
だ
れ
も
か
れ
も
不
服
そ
う
な
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
、
電
車
が
な
か
な

か
来
な
い
こ
と
だ
け
に
対
し
て
不
服
で
不
機
嫌
な
の
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
電
車
が
来
な
い
こ
と

も
ひ
と
つ
の
原
因
に
は
違
い
な
い
が
、そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
根
が
深
い
理
由
が
あ
る
。
こ
の
「
不

服
そ
う
な
不
機
嫌
な
顔
」
と
い
う
言
い
方
は
、こ
の
あ
と
、同
様
の
表
現
と
し
て
「「
つ
ま
ら
ぬ
」

と
い
う
顔
つ
き
」「
今
ご
ろ
の
日
本
人
と
い
っ
た
顔
」「
心
が
快
活
に
、
外
へ
外
へ
と
、
本
質
的

な
も
の
へ
本
質
的
な
も
の
へ
と
は
た
ら
い
て
行
か
ぬ
と
き
の
顔
つ
き
」
な
ど
と
変
奏
さ
れ
な
が

ら
、
敗
戦
後
の
日
本
人
の
や
り
き
れ
な
さ
や
苛
立
ち
、
精
神
の
荒
廃
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
は
、
冒
頭
か
ら
敗
戦
後
の
日
本
人
の
精
神
の
荒
廃
状
態
を
示
し
て

い
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

…
…　
一
九
四
七
、八
年
ご
ろ
の
東
京
。
急
い
で
い
る
と
き
に
限
っ
て
電
車
が
な
か
な
か
来
な

い
。
待
っ
て
い
る
人
は
み
ん
な
「
不
服
そ
う
な
不
機
嫌
な
顔
」
を
し
て
い
る
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
は
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
。
語
り
手
の
「
お
れ
」
は
、
増
え
て
く
る
人
を
見
て
い
て
、

自
分
は
何
と
し
て
も
電
車
に
乗
る
け
れ
ど
も
、
電
車
に
乗
れ
な
い
人
が
出
て
く
れ
ば
い
い
と
い

う
「
さ
も
し
い
気
」
に
な
っ
て
い
る
。「
お
れ
」
の
知
っ
て
い
る
娘
は
、
赤
羽
か
ら
有
楽
町
ま
で

通
勤
し
た
四
年
間
、一
度
も
座
れ
ず
病
気
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
誰
も
娘
に
席
を
代
わ
っ

て
あ
げ
な
か
っ
た
。
い
ま
の
「
お
れ
」
も
席
を
代
わ
る
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
木
札
の
言
い
回
し
さ
え
不
愉
快
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
「
お
れ
」

の
気
持
ち
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
痰
が
か
ら
ん
で
気
持
ち
悪
い
。
よ
う
や
く
電
車
が
来
た
。

先
頭
の
車
両
は
あ
ま
り
混
ん
で
な
い
ら
し
い
。
み
ん
な
日
本
人
用
の
車
両
を
目
が
け
て
我
さ
き

に
電
車
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
。「
お
れ
」
の
前
に
は
背
の
低
い
お
や
じ
、
右
わ
き
に
は
中
年

の
女
が
い
る
。
お
や
じ
は
混
雑
す
る
乗
降
客
の
圧
力
を
受
け
て
上
へ
飛
び
上
が
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
を
中
年
の
女
が
笑
い
者
に
し
、
後
ろ
か
ら
毒
づ
く
。「
お
れ
」
は
お
や
じ
へ
の
深
い
同
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情
を
感
じ
、
何
か
言
っ
て
女
を
へ
こ
ま
し
て
や
り
た
い
と
思
う
。
意
を
決
し
て
女
を
罵
倒
し
よ

う
と
思
っ
た
途
端
、
最
後
の
客
が
降
り
て
み
ん
な
車
両
に
の
め
る
よ
う
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。

誰
も
乗
り
降
り
の
な
か
っ
た
先
頭
の
車
両
を
先
頭
に
し
て
電
車
が
す
べ
り
だ
し
た
。
痰
は
ど
う

な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
…
…

　

こ
の
よ
う
に
「
お
ど
る
男
」
は
、
語
り
手
「
お
れ
」
が
見
か
け
た
、
あ
る
日
の
駅
で
の
ひ
と

こ
ま
を
丹
念
に
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
メ
イ
ン
に
な
る
の
は
、
圧
力
を
受
け
て
お
ど
る
よ
う
に

飛
び
上
が
る
お
や
じ
が
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
場
面
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
重
要
な
場
面
が
あ
る
。

以
下
、
全
体
を
四
つ
の
場
面
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
叙
述
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
（
１
）
電
車
が
来
る
ま
で

　

さ
き
に
確
認
し
た
冒
頭
部
分
で
は
、
み
ん
な
が
「
不
服
そ
う
な
不
機
嫌
な
顔
」
で
、
顔
色

が
悪
く
「
屈
辱
感
の
よ
う
な
も
の
が
つ
き
ま
と
う
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
感
情
を
外
に
向
け
て

発
散
で
き
な
い
、
は
ず
か
し
め
を
受
け
た
よ
う
な
思
い
が
内
側
に
こ
も
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
外
部
に
向
け
て
発
散
で
き
る
の
な
ら
ま
だ
い
い
の
だ
が
、
そ
う
は
な
ら
ず
に
「
み
な
わ
る

い
顔
い
ろ
を
し
て
い
る
。
さ
え
ぬ
色
だ
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
鬱
屈
し
た
思
い
を
内
部
に
た
め

こ
ん
だ
不
健
康
な
精
神
状
態
で
あ
り
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
、
心
が
生
き
生
き
と
し
た
状

態
か
ら
ほ
ど
遠
い
。
先
走
っ
て
い
え
ば
、
こ
の
「
屈
辱
感
」
に
は
、
主
権
を
奪
わ
れ
た
占
領
下

と
い
う
時
代
背
景
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
電
車
が
来
な
い
こ
と
だ
け
が
問

題
な
の
で
は
な
い
。「
屈
辱
感
」
と
は
、
占
領
下
で
あ
る
こ
と
が
背
景
と
し
て
あ
っ
て
初
め
て

成
立
す
る
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
続
け
て
次
の
描
写
に
注
目
し
た
い
。

　

不
意
に
、
ど
の
男
も
ど
の
男
も
同
じ
顔
を
し
て
い
る
気
が
し
て
く
る
。
顔
の
広
い
の
も
あ

り
、
背
の
高
い
の
も
あ
る
の
が
、
み
な
そ
ろ
つ
て
今
ご
ろ
の
日
本
人
と
い
つ
た
顔
を
し
て
い

る
。
い
ら
い
ら
し
て
い
る
当
の
問
題
が
片
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
つ
ま
り
電
車
が
来
た
と
こ
ろ

で
、
す
し
詰
め
に
な
つ
て
ど
こ
か
ま
で
運
ば
れ
る
だ
け
だ
。
そ
こ
で
足
す
用
事
も
ろ
く
で
も

な
い
こ
と
だ
。
そ
の
用
事
の
つ
ぎ
の
用
事
も
そ
う
だ
。
家う

ち
へ
か
え
つ
て
も
そ
う
だ
ろ
う
。
朝

か
ら
も
そ
う
だ
つ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
は
や
く
来
ね
え
か
、
と
い
つ
た
顔
を
し
て
い
る
。
た

ば
こ
で
も
吸
お
う
か
。
し
か
し
来
る
と
つ
ま
ら
ぬ
な
。
消
し
て
も
下
手
を
す
る
を
ぱ
さ
ぱ

さ
に
な
る
…
…
そ
う
い
う
、
心
が
快
活
に
、
外
へ
外
へ
と
、
本
質
的
な
も
の
へ
本
質
的
な
も

の
へ
と
は
た
ら
い
て
行
か
ぬ
と
き
の
顔
つ
き
で
み
な
そ
ろ
つ
て
い
る
。
お
れ
も
同
じ
顔
を
し

て
い
る
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
四
二
〜
四
三
頁
）

　
「
い
ら
い
ら
し
て
い
る
当
の
問
題
が
片
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
つ
ま
り
電
車
が
き
た
と
こ
ろ
で
、

す
し
詰
め
に
な
っ
て
ど
こ
か
ま
で
運
ば
れ
る
だ
け
だ
。
そ
こ
で
足
す
用
も
ろ
く
で
も
な
い
こ
と

だ
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
電
車
が
来
な
い
こ
と
が
根
本
の
原
因
で
は
な
い
、
そ
れ
よ
り
も
根

深
い
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
出
口
な
し
の
や
り
き
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ

こ
に
も
主
権
を
奪
わ
れ
た
占
領
下
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
ほ
か
に
も
出

口
な
し
の
状
況
は
、
人
々
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
現
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
敗
戦
直

後
の
生
活
は
、
戦
時
下
よ
り
も
食
糧
不
足
で
困
窮
を
き
わ
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
配
給
に

よ
る
食
糧
事
情
が
か
な
り
悪
か
っ
た
た
め
に
闇
市
が
に
ぎ
わ
っ
た
。
し
か
し
、
闇
を
や
ら
ず
に

餓
死
し
た
人
も
い
た
。
旧
制
高
校
教
授
の
独
文
学
者
亀
尾
英
四
郎
（
エ
ッ
ケ
ル
マ
ン
『
ゲ
ー
テ

と
の
対
話
』岩
波
文
庫
な
ど
の
訳
者
）や
東
京
地
方
裁
判
所
の
山
口
良
忠
判
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
男
性
た
ち
は
、
除
隊
に
な
り
復
員
し
て
き
て
も
す
ぐ
に
仕
事
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
戦
争
で
夫
を
亡
く
し
「
戦
争
未
亡
人
」
と
呼
ば
れ
た
女
性
た
ち
は
、
恩
給
を

停
止
さ
れ
て
も
っ
と
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
窮
乏
生
活
の
一
方
、
戦
時
の

制
約
が
と
け
て
多
種
多
様
な
雑
誌
が
出
た
り
大
衆
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
た
り
も
し
た（

注
１
）。

敗
戦

後
の
状
況
は
一
面
的
に
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
が
、
本
文
で
は
、
他
人
の
こ
と
な
ど
か
ま
っ
て
い

ら
れ
な
い
と
い
っ
た
、
荒
ん
だ
精
神
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。
電
車
が
来
た
っ
て
、
す
し
詰
め

で
運
ば
れ
る
だ
け
で
「
そ
こ
で
足
す
用
事
も
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
用
事
の
つ
ぎ
の
用

事
も
そ
う
だ
。
家
へ
か
え
つ
て
も
そ
う
だ
ろ
う
。
朝
か
ら
も
そ
う
だ
つ
た
」と
い
う
部
分
か
ら
は
、

希
望
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
捨
て
ば
ち
で
投
げ
や
り
な
、
や
り
き
れ
な
い
精
神
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

語
り
手
自
身
に
つ
い
て
も
「
お
れ
の
ほ
う
は
、
人
が
ふ
え
て
く
る
の
が
つ
ま
ら
な
く
、
気
に

く
わ
な
い
」
と
あ
っ
て
、
自
分
だ
け
は
乗
り
た
い
が
、
乗
れ
な
い
客
が
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
車

両
に
余
裕
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
自
分
の
損
得
だ
け
を
考
え
て
い
る
さ
も
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
四
年
の
通
勤
の
あ
い
だ
、
一
度
も
座
れ
ず
病
気
に
な
っ

て
死
ん
だ
知
り
合
い
の
「
不
幸
な
娘
」
に
つ
い
て
、
誰
も
席
を
代
わ
っ
て
や
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
憤
慨
す
る
一
方
、
い
ま
の
「
お
れ
」
も
席
を
代
わ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
な
い
と
自
覚
し
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て
い
る
。
こ
の
「
不
幸
な
娘
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、三
つ
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

弱
い
立
場
に
い
る
者
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
誰
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
憤
慨
す
る
点
で

あ
る
。
次
に
、
憤
慨
す
る
「
お
れ
」
自
身
も
、
実
は
席
を
譲
る
余
裕
が
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
弱
い
立
場
の
者
と
い
う
こ
と
で
は
、
の
ち
の
場
面
で

出
て
く
る
、
圧
力
に
押
さ
れ
て
飛
び
上
が
る
お
や
じ
（
彼
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
の
な
か
で
最
も

弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
）
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
不
幸
な

娘
」
は
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
く
、の
ち
の
展
開
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
語
り
手
は
、
電
車
が
来
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
木
札
の
文
句

に
対
し
て
も
不
快
に
思
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
の
木
札
に
は
、
英
語
で
「N

O
 LO

IT
ERIN

G.

」

と
あ
り
、
日
本
文
を
見
る
と
「
無
用
の
者
歩
廊
を
徘
徊
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
い
つ
か
別
の

と
こ
ろ
で
は
「
固
ク
車
外
乗
車
ヲ
禁
ズ
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、「
お
れ
」
は
「
な
ん
だ

つ
て
こ
う
だ
ろ
う
」
と
ま
た
不
服
に
な
っ
て
い
る
。
語
り
手
が
不
服
に
感
じ
て
い
る
の
は
、
な

ぜ
こ
ん
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
無
用
の
者
歩
廊
を
徘
徊
す
べ

か
ら
ず
」
は
、
漢
文
訓
読
調
で
威
厳
や
格
調
の
高
さ
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
か
、「
む
や
み
に
歩

き
回
る
な
」
な
ど
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
率
直
な
言
い
方
を
す
れ
ば
い
い
の
に
と
「
お
れ
」
は

感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。「
固
ク
車
外
乗
車
ヲ
禁
ズ
」
に
し
て
も
、「
外
か
ら
ぶ
ら
さ
が
る
な
」
と

い
う
意
味
の
英
語
の
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
と
考
え
て
い
る
。「
車
外
乗
車
」と
い
う
言
い
方
は
、

漢
語
に
わ
ざ
わ
ざ
し
て
い
る
が
、
車
の
外
で
車
に
乗
る
、
と
い
う
の
は
矛
盾
し
て
い
て
分
か
り

に
く
い
。
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
で
が
ん
が
ん
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
「
降
り
乗
り
は
お
は
や
く
願

い
ま
あ
す
…
」
に
し
て
も
、
普
通
の
日
本
語
と
し
て
は
「
乗
り
降
り
」
な
の
に
、
降
り
る
人
が

先
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
「
降
り
乗
り
」
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
形
式
に
こ
だ
わ
る
官
僚
的

な
言
い
回
し
が
、
や
は
り
「
お
れ
」
に
は
不
快
な
の
だ
。
木
札
の
文
句
と
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
へ
の
不
服
か
ら
は
、「
お
れ
」
の
言
葉
に
対
す
る
感
覚
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。「
お
れ
」
は
、
分
か
り
に
く
い
言
い
回
し
、
官
僚
的
で
形
式
に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
な
言
い

回
し
で
は
な
く
、
率
直
で
分
か
り
や
す
い
実
質
的
な
言
い
方
を
好
ん
で
い
る
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
「
咽
喉
の
下
が
い
や
な
気
に
な
っ
て
き
た
」。
痰
が
咽
喉
に
か

わ
ま
っ
て
き
て
、不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。痰
壷
は
、戦
争
で
供
出
さ
れ
た
ま
ま
戻
っ

て
き
て
い
な
い
た
め
、
吐
き
出
す
こ
と
も
で
き
な
く
て
、
不
快
感
を
抱
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
な

か
な
か
電
車
が
来
な
い
こ
と
、「
お
れ
」
も
含
め
て
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
殺
伐
と

し
た
利
己
的
な
人
間
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
、
木
札
の
文
句
が
分
か
り
に
く
い
言
い
回
し
だ
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
不
快
感
が
咽
喉
に
か
ら
む
痰
の
不
快
感
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
。

吐
き
出
そ
う
に
も
吐
き
出
せ
な
い
痰
は
、「
お
れ
」
が
不
快
感
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。
な
お
、
一
九
四
一
年
秋
ご
ろ
か
ら
金
属
回
収
令
に
よ
っ
て
供
出
さ
せ
ら
れ
て
い

た
の
は
、
痰
壺
だ
け
で
な
く
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
供
出
し
た
の
は
企
業
だ
け
で
な
く
、
バ
ケ
ツ
、

火
鉢
、
菓
子
器
、
装
飾
品
な
ど
家
庭
の
金
属
製
品
も
回
収
の
対
象
に
な
っ
た
。
こ
の
作
品
内
の

時
間
が
敗
戦
直
後
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
だ
戻
っ
て
き
て
い
な
い
と
い
う
痰
壷
の
点

描
に
も
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
２
）
電
車
が
来
た
と
き

　

さ
て
、
よ
う
や
く
電
車
が
来
た
と
き
の
先
頭
車
両
に
対
す
る
人
々
の
反
応
は
、
次
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。

　

車
が
は
い
つ
て
き
た
。
ぷ
う
つ
と
捲
い
て
く
る
。
思
い
あ
き
ら
め
た
よ
う
な
表
情
、
底
の

浅
い
受
難
と
い
つ
た
表
情
で
順
に
顔
が
ね
じ
ら
れ
る
。
目
だ
け
が
車
を
追
う
。
ね
じ
れ
た

視
界
の
は
ず
れ
を
白
い
線
が
す
う
つ
と
滑
つ
て
行
く
。

　

み
ん
な
の
目
が
そ
こ
へ
そ
そ
が
れ
る
。
こ
の
目
が
こ
の
二
年
ほ
ど
か
わ
つ
て
き
た
。

四
五
、六
年
ご
ろ
の
目
と
は
だ
い
ぶ
違
つ
て
い
る
。
一
枚
ば
り
の
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
ご
し
の
光

線
、
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
色
、
車
室
内
の
ば
ら
つ
と
し
た
人
の
居
具
合
、
そ
の
全
体
に
た
い
し

て
、
嫉
ま
し
い
と
か
羨
ま
し
い
と
か
い
う
目
を
す
る
も
の
が
誰
も
い
な
い
。
認
識
し
は
す
る

が
、
そ
れ
以
上
心
を
う
ご
か
し
て
い
る
余
裕
が
な
い
。
日
本
人
の
箱
へ
！
…
…
目
測
が
は
ず

れ
た
だ
け
急
い
で
第
二
箱
へ
お
し
か
け
て
く
る
。
第
二
箱
の
お
れ
の
と
こ
ろ
へ
圧
力
が
か
か

つ
て
客
が
た
ま
つ
て
き
た
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
四
五
頁
）

　

我
先
に
乗
り
込
も
う
と
思
っ
て
身
構
え
た
あ
と
、
先
頭
の
が
ら
ん
と
し
た
車
両
を
見
る
場
面

で
あ
る
。
白
い
線
の
引
か
れ
た
先
頭
の
車
両
は
占
領
軍（
当
時
は
進
駐
軍
）専
用
の
車
両
だ
っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、占
領
軍
の
輸
送
を
優
先
し
、戦
後
も
焼
け
ず
に
残
っ
て
い
た
、状
態
の
よ
い
寝
台
車
、

展
望
車
、
食
堂
車
な
ど
の
車
両
を
中
心
に
、
五
百
両
（
九
百
両
の
説
も
あ
る
）
の
客
車
を
接
収

し
、
占
領
軍
専
用
車
と
し
た
。
貨
車
も
一
説
に
よ
れ
ば
一
万
両
近
く
接
収
さ
れ
た
と
い
う
。
日
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本
各
地
に
配
属
さ
れ
た
占
領
軍
部
隊
を
輸
送
す
る
た
め
の
専
用
列
車
の
運
行
が
優
先
さ
れ
た
。

な
か
に
は
、
現
在
で
い
う
サ
ロ
ン
カ
ー
の
よ
う
な
豪
華
な
車
両
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
車
両
の
側

面
に
は
「A

LLIED
 FO

RCES

」「U
S

・A
RM

Y

」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
、
白
線
が
ひ
か

れ
て
い
た
こ
と
で
「
白
帯
車
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
各
地
に
配
属
す
る
た
め
の
単
独
の
列
車
だ

け
で
な
く
、
山
手
線
や
京
浜
線
な
ど
の
国
電
に
も
連
結
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

注
２
）。

　

作
品
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
電
の
こ
と
で
あ
る
。
国
電
は
国
鉄
電
車
の
略
称
で
、

現
在
、
国
鉄
（
日
本
国
有
鉄
道
）
は
一
九
八
七
年
に
民
営
化
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
と
な
っ
て
い
る
。
作

中
の
描
写
か
ら
は
、
占
領
軍
用
の
車
両
は
小
ぎ
れ
い
で
人
も
そ
れ
ほ
ど
乗
っ
て
は
い
な
い
よ
う

だ
。
日
本
人
用
車
両
と
の
待
遇
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
優
遇
さ
れ
て
い
る
先
頭
車
両

に
対
し
て
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
者
が
誰
も
い
な
い
、
と
い
う
の
は
、
後
続
の
「
認
識
し

は
す
る
が
、
そ
れ
以
上
心
を
う
ご
か
し
て
い
る
余
裕
が
な
い
」
と
い
う
文
か
ら
も
う
か
が
え
る

よ
う
に
、
自
分
が
日
本
人
用
車
両
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と
に
夢
中
で
ほ
か
の
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
る
余
裕
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
占
領
軍
専
用
の
先
頭
車
両
に
対
す
る
違
和
感
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
。
作
中
の
描
写
で
は
、
自
分
が
電
車
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
、
目
先
の
こ
と
だ
け
に
精

一
杯
で
、
優
遇
さ
れ
て
い
る
占
領
軍
専
用
車
両
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
批
判
は
見
ら
れ
な
い
。
だ

い
た
い
、
そ
の
よ
う
な
批
判
を
書
き
込
む
こ
と
自
体
、
当
時
の
検
閲
制
度
に
お
い
て
は
不
可

能
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
の
描
写
は
そ
の
危
険
性
を
お
か
し
て
で

も
、
い
か
に
白
帯
車
両
が
日
本
人
車
両
と
異
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
き
ち
ん
と
描
き

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
は
、
前
掲
『
敗
北

を
抱
き
し
め
て
』
に
お
い
て
、
日
本
政
府
が
占
領
軍
維
持
の
た
め
に
莫
大
な
予
算
を
計
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
一
九
四
八
年
の
段
階
で
お
よ
そ

三
七
〇
万
世
帯
の
日
本
人
が
住
宅
の
な
い
状
態
で
あ
っ
た
一
方
で
、
日
本
政
府
は
占
領
軍
の
住

宅
に
は
相
当
の
予
算
を
割
り
当
て
、
ア
メ
リ
カ
の
生
活
水
準
に
あ
わ
せ
た
家
を
用
意
し
た
。
ア

メ
リ
カ
人
将
校
が
、自
分
の
た
め
に
接
収
さ
れ
た
民
家
を
「
最
新
式
」
に
し
て
ほ
し
い
と
望
め
ば
、

電
気
や
水
道
の
施
設
を
取
り
替
え
て
、
電
話
や
ト
イ
レ
な
ど
新
し
い
設
備
を
設
置
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　

一
九
四
五
年
一
二
月
、
母
親
に
背
負
わ
れ
た
幼
児
が
窒
息
死
し
て
、
国
鉄
の
耐
え
が
た
い

混
雑
ぶ
り
を
象
徴
し
て
い
た
と
き
、
日
本
政
府
は
占
領
軍
要
員
の
た
め
に
特
別
列
車
を
出

し
、
た
い
て
い
ゆ
っ
た
り
座
れ
る
「
占
領
軍
専
用
列
車
」
さ
え
無
料
で
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。「
占
領
費
」に
多
少
と
も
関
心
を
払
う
ア
メ
リ
カ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
が
、多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
占
領
の
代
価
は
容
易
に
目
に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
敗

北
を
抱
き
し
め
て
』
上
巻
、
一
三
五
頁
）

　

い
か
に
占
領
軍
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
か
。「
お
ど
る
男
」
が
描
く
白
帯
車
両
は
ま
さ
に
そ
の

光
景
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
先
頭
車
両
は
、
す
し
詰
め
の
日
本
人
車
両
を
先
導
す
る
車
両
で

も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
占
領
軍
に
指
導
さ
れ
る
日
本
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
こ
の
日

本
人
車
両
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
３
）
電
車
が
来
て
か
ら
ー
飛
び
上
が
る
「
お
や
じ
」
と
毒
づ
く
「
中
年
の
女
」

　

乗
降
客
で
混
み
合
う
な
か
、「
お
れ
」
の
目
の
前
に
は
鳥
打
ち
帽
を
か
ぶ
っ
た
背
の
低
い
お

や
じ
が
い
る
。
こ
の
お
や
じ
は
「
お
れ
」
よ
り
も
、
ま
た
「
お
れ
」
の
と
な
り
の
中
年
の
女
よ

り
も
背
が
低
い
。
だ
か
ら
、
大
勢
の
乗
降
客
の
圧
力
を
一
身
に
受
け
て
、
や
む
な
く
上
に
飛
び

上
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
か
ぶ
っ
て
い
る
帽
子
が
鳥
打
帽
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の

お
や
じ
は
、
大
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
会
社
員
と
か
学
校
の
教
師
と
か
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
当
時
の
会
社
員
や
教
師
な
ら
、
帽
子
を
か
ぶ
る
と
す
れ
ば
鳥
打
帽
で
な
く
ソ
フ

ト
帽
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
職
人
あ
る
い
は
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

「
お
や
じ
」
と
い
う
呼
称
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

お
や
じ
は
、
乗
降
客
の
圧
力
に
お
さ
れ
て
、
や
む
を
得
ず
飛
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
目

の
下
で
飛
び
上
が
ら
れ
る
の
で「
お
れ
」は
迷
惑
だ
し
、女
も
そ
う
ら
し
い
。
飛
び
上
が
る
と
い
っ

て
も
「
一
寸
か
そ
こ
い
ら
」
で
大
し
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
女
の
鼻
の
あ
た
り
に
鳥
打
ち

帽
が
つ
っ
か
か
る
よ
う
だ
。

　
「
な
ん
て
お
か
し
な
人
で
し
よ
う
。」

　

そ
の
と
き
女
が
、
前
向
き
の
ま
ま
で
口
を
切
つ
た
、「
お
ど
つ
た
り
な
ん
か
し
て
…
…
」

　
「
お
ど
つ
た
り
な
ん
か
し
て
」—

—

　

ま
つ
た
く
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
な
い
！　

お
や

じ
は
と
ど
め
を
刺
さ
れ
て
、
そ
の
う
え
滑
稽
な
も
の
と
し
て
刺
さ
れ
た
の
だ
つ
た
。
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「
あ
ら
、
ま
た
お
ど
る
！
」

　

お
や
じ
の
首
が
ち
よ
つ
と
動
い
た
。
何
か
言
お
う
と
し
た
の
ら
し
い
。
し
か
し
声
は
聞
こ

え
な
か
つ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
だ
ま
だ
彼
は
飛
び
あ
が
り
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ

…
…

　
「
あ
ら
、
ま
た
お
ど
る
！
」

　

う
し
ろ
で
く
す
つ
と
い
う
の
が
聞
え
た
。
お
れ
は
女
が
憎
く
な
つ
て
き
た
。
横
目
を
す

る
と
厚
み
の
あ
る
顔
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
憎
て
い
に
見
え
る
。

　
「
し
よ
う
が
な
い
じ
や
な
い
か
。」と
い
う
言
葉
が
お
れ
の
口
か
ら
出
そ
う
に
な
つ
た
。「
し

よ
う
が
な
い
じ
や
な
い
か
。
彼
は
位
置
で
不
幸
な
の
だ
。
彼
は
上
へ
、
空
中
へ
逃
げ
て
る
の

だ
。
さ
も
な
け
れ
や
潰つ

ぶ

さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
う
『
な
る
』
じ
や
な
い
か
…
…
」

　

う
し
ろ
を
向
け
ぬ
男
に
、
う
し
ろ
か
ら
、
背
な
か
に
く
つ
つ
い
て
い
て
毒
づ
く
女
！　

そ

れ
が
、
お
や
じ
に
た
い
す
る
溺
れ
る
よ
う
な
同
情
を
そ
そ
つ
て
き
た
。
ま
だ
下
の
方
で
、
亀

の
子
細
工
み
た
い
な
恰
好
で
お
ど
つ
て
い
る
お
や
じ
、
こ
い
つ
の
た
め
、
何
か
ひ
と
こ
と
女

に
い
つ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
四
七
頁
）

　

中
年
の
女
は
、
そ
の
言
葉
遣
い
「
な
ん
て
お
か
し
な
人
で
し
よ
う
」「
お
ど
つ
た
り
な
ん
か

し
て
」「
あ
ら
、
ま
た
お
ど
る
！
」「
ほ
ん
と
に
、
ど
う
し
た
つ
て
ん
で
し
よ
う
、
こ
の
人
！
」

な
ど
か
ら
し
て
も
、
山
の
手
の
中
産
階
級
の
女
性
の
よ
う
だ
。
男
女
の
言
葉
遣
い
の
差
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
電
車
を
待
つ
人
た
ち
の
言
葉
遣
い
「
来
ね
え
な
ア
」「
そ
れ
に
し
て
も
は
や
く
来

ね
え
か
」
と
い
っ
た
言
葉
遣
い
と
は
違
っ
て
い
る
。
女
が
お
や
じ
に
「
邪
険
な
声
」
で
「
下
男

を
で
も
突
き
飛
ば
す
よ
う
な
剣
幕
」
で
非
難
す
る
の
は
、
語
り
手
の
「
お
れ
」
が
そ
の
よ
う
に

受
け
取
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、相
手
が
背
の
低
い
鳥
打
帽
の
お
や
じ
で
な
く
、ソ
フ
ト
帽
を
被
っ

た
会
社
員
や
教
師
で
あ
れ
ば
女
の
反
応
も
「
下
男
を
で
も
突
き
飛
ば
す
よ
う
な
剣
幕
」
に
は

な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
中
野
重
治
の
初
期
の
短
篇
小
説
に
「
交
番
前
」（「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
芸
術
」
一
九
二
七
年
十
一
月
号
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
印
半
纏
を
着
た
老

い
た
道
路
工
夫
が
仕
事
帰
り
に
微
醺
を
帯
び
て
い
た
た
め
巡
査
に
足
留
め
を
く
ら
っ
て
、
結
局

警
察
に
連
行
さ
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。「
お
ど
る
男
」
の
女
と
お
や
じ
の
構
図
は
、「
交
番
前
」

の
巡
査
と
道
路
工
夫
の
構
図
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
と
も
に
労
働

者
を
見
下
し
て
い
る
構
図
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
お
や
じ
は
と
ど
め
を
刺
さ
れ
て
、
そ
の
う
え
滑
稽
な
も
の
と
し
て
刺
さ
れ
た
の
だ
つ
た
」

と
あ
る
が
、
圧
力
を
受
け
る
お
や
じ
の
苦
肉
の
策
と
し
て
の
振
る
舞
い
に
対
し
て
「
お
ど
つ
た

り
な
ん
か
し
て
」
と
い
う
女
の
言
葉
は
、
お
や
じ
の
窮
状
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
。
お
や
じ

に
打
撃
を
与
え
、
そ
の
う
え
、
お
や
じ
を
笑
い
者
に
す
る
の
で
あ
る
。
周
り
の
人
は
、
女
の
言

葉
に
反
応
し
て
「
く
す
つ
と
」
笑
う
。
女
の
言
葉
は
、
確
か
に
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
。
女
の
お

や
じ
へ
の
ひ
ど
い
侮
辱
で
あ
る
。

　
一
方
「
お
れ
」
も
女
と
同
様
に
、
目
の
前
で
飛
び
上
が
る
お
や
じ
か
ら
迷
惑
を
受
け
て
い
る

の
だ
が
、
女
の
よ
う
な
態
度
は
と
ら
な
い
。
ま
た
、
周
り
の
客
の
よ
う
に
女
の
言
葉
に
従
っ
て

お
や
じ
を
笑
っ
た
り
も
し
な
い
。
お
や
じ
を
気
の
毒
に
思
い
、
女
を
憎
く
思
う
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
は
「
お
れ
」
の
人
間
性
や
倫
理
観
が
表
れ
て
い
る
。「
お
れ
」
は
、
弱
い
者
を
馬
鹿
に

す
る
、
笑
い
者
に
す
る
よ
う
な
人
間
を
許
せ
な
い
の
だ
。
人
を
憎
む
こ
と
、
憎
む
と
い
う
負
の

感
情
を
示
す
の
は
、
つ
つ
し
み
の
な
い
こ
と
と
普
通
は
思
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
普

通
一
般
の
こ
と
と
違
い
、場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
対
象
を
憎
む
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
。「
お
れ
」

に
は
女
の
振
る
舞
い
が
許
せ
な
い
の
で
あ
る
。「
う
し
ろ
を
向
け
ぬ
男
に
、
う
し
ろ
か
ら
、
背

な
か
に
く
つ
つ
い
て
毒
づ
く
女
！
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
お
れ
」
に
は
女
の
振
る
舞
い
が
卑

怯
で
悪
ら
つ
な
も
の
に
思
え
た
か
ら
だ
。
電
車
の
混
み
具
合
い
に
疲
労
し
、
善
悪
な
ど
ど
う
で

も
い
い
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
、
と
い
う
よ
う
な
精
神
状
況
の
な
か
、「
お
れ
」
は
そ
の

よ
う
な
荒
ん
だ
気
持
ち
を
自
分
も
持
っ
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
た
。
し
か
し
、
お
や
じ
と
女
と

の
「
事
件
」
を
目
撃
し
て
、
お
や
じ
に
同
情
し
女
を
許
せ
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、「
お
れ
」

が
そ
の
よ
う
な
荒
ん
だ
状
況
に
抗
い
た
い
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
脱
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
明
瞭
に
語
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
お
れ
」
の
心
情
を
分
析
す
る
と
、「
お
れ
」
の
無
意
識
の
抗
い
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
に
よ
り
も
「
お
れ
」
は
、
お
や
じ
に
つ
い
て
「
彼
は
位
置
で
不
幸
な
の
だ
」
と
考
え
て
い

た
。
お
や
じ
の
位
置
は
、
ち
ょ
う
ど
降
り
る
客
と
乗
る
客
と
の
は
ざ
ま
の
、
扇
の
要
の
よ
う
な

位
置
で
あ
る
。
そ
れ
は
、最
も
圧
力
を
受
け
る
と
こ
ろ
、一
番
弱
い
位
置
に
な
る
。
こ
の
位
置
は
、

戦
争
に
負
け
、
外
国
の
占
領
を
受
け
て
い
た
、
当
時
の
日
本
の
置
か
れ
た
位
置
に
も
通
じ
て
い

よ
う
。
お
や
じ
に
し
て
み
れ
ば
、
女
に
反
論
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
の
位
置
か
ら
は
決
し
て

反
論
で
き
な
い
。
自
分
の
意
見
は
封
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に「
お
や
じ
に
た
い
す
る
溺
れ
る
よ
う
な
同
情
を
そ
そ
つ
て
き
た
」と
あ
る
よ
う
に
、「
お

れ
」
に
は
、い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、お
や
じ
へ
の
同
情
の
気
持
ち
が
わ
い
て
く
る
。「
同
情
」
は
、

相
手
の
苦
し
み
や
不
幸
を
相
手
の
身
に
な
っ
て
と
も
に
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。「
お
れ
」
は
お

や
じ
の
側
に
身
を
置
い
て
、「
こ
い
つ
の
た
め
、
何
か
ひ
と
こ
と
女
に
い
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
考
え
る
。
こ
こ
に
も
「
お
れ
」
の
人
間
性
や
倫
理
観
の
表
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

女
へ
の
憎
し
み
、
お
や
じ
へ
の
同
情
、
そ
れ
ら
は
「
お
れ
」
の
倫
理
観
か
ら
出
て
き
た
表
裏
一

体
の
も
の
で
あ
る
。
弱
い
者
と
同
じ
側
に
立
っ
て
助
け
た
い
、
弱
い
者
を
圧
迫
す
る
者
に
対
し

て
成
敗
し
て
や
り
た
い
と
思
う
「
お
れ
」
の
心
情
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
４
）
罵
倒
す
る
直
前

　

最
後
の
場
面
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
ほ
ん
と
に
、
ど
う
し
た
つ
て
ん
で
し
よ
う
、
こ
の
人
！
」

　

そ
れ
は
邪
険
な
声
だ
つ
た
。
女
は
、
下
男
を
で
も
突
き
飛
ば
す
よ
う
な
剣
幕
で
、
高
い

声
を
出
し
た
。「
ば
ば
あ
め
！
」
と
思
つ
た
と
き
お
や
じ
が
振
り
む
き
そ
う
に
し
て
、
し
か

し
そ
の
ま
ま
の
め
る
よ
う
に
前
へ
突
つ
こ
ん
で
行
つ
た
。
最
後
の
客
が
降
り
た
の
だ
つ
た
。

つ
づ
い
て
の
め
る
よ
う
に
お
れ
が
突
つ
こ
ん
だ
。
ば
ば
あ
が
続
く
の
が
見
え
た
。
そ
し
て
そ

の
ま
ま
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て
う
し
ろ
か
ら
見
え
な
く
な
つ
た
。
棒
に
つ
か
ま
つ
た
お
れ
の
両
脇

を
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て
き
て
、
お
れ
を
押
し
な
が
ら
か
ら
だ
を
ひ
と
ま
わ
り
し
て
押
さ
れ
て
行

く
お
か
し
い
腹
の
立
つ
の
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
「
う
む
…
…
」
と
い
う
ほ
ど
い
つ
ぱ
い
に
つ

ま
つ
た
。
笛
の
鳴
る
の
が
聞
え
て
、
こ
の
あ
い
だ
じ
ゆ
う
一
人
も
乗
り
降
り
の
な
か
つ
た
先

頭
の
箱
を
先
頭
に
電
車
が
す
べ
り
出
し
た
。
痰
は
ど
う
な
つ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。（『
中
野

重
治
全
集
』
第
三
巻
、
四
七
〜
四
八
頁
）

　
「
お
れ
」
に
は
、
女
が
お
や
じ
を
「
下
男
」
の
よ
う
に
見
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。「
お
れ
」

の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
、
女
を
罵
倒
し
よ
う
と
思
う
。「
ば
ば
あ
め
！
」
と
い
う
こ
の
罵
倒

の
言
葉
は
、
確
か
に
ひ
ど
い
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
「
お
れ
」
の
怒
り
が
強
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
地
の
文
で
も
「
女
」
で
は
な
く
「
ば
ば
あ
」
と
い
う
呼
称
に
変
わ
っ

て
い
る
。「
下
男
」
の
よ
う
に
お
や
じ
を
扱
う
女
の
言
い
方
に
「
お
れ
」
は
我
慢
で
き
な
か
っ

た
。
だ
が
、こ
の
罵
倒
の
言
葉
は
つ
い
に
発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
後
の
客
が
降
り
て
、

み
ん
な
が
車
両
に
な
だ
れ
込
ん
で
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
お
れ
」
が
女
を
罵
倒
す
れ
ば
、
悪

ら
つ
な
や
り
方
で
お
や
じ
を
侮
辱
し
た
女
を
や
り
こ
め
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
な

る
と
悪
を
懲
ら
し
め
て
最
後
に
は
正
義
が
勝
つ
と
い
う
勧
善
懲
悪
の
類
型
的
な
話
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
小
説
は
、
そ
の
よ
う
な
平
板
な
類
型
的
結
末
に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
お
れ
」
の

思
い
は
宙
に
浮
い
た
ま
ま
、
混
み
あ
っ
た
車
両
に
押
し
込
ま
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
お
れ
」

が
抗
お
う
と
思
っ
て
い
た
荒
ん
だ
状
況
は
、
打
破
で
き
な
い
ま
ま
に
終
る
と
い
う
こ
と
だ
。
結

局
、
最
後
に
は
や
は
り
混
雑
し
た
車
両
が
前
景
化
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
先
頭
車
両
は
「
こ
の
あ
い
だ
じ
ゅ
う
一
人
も
乗
り
降
り
の
な
か
っ
た
先
頭
の
箱
を

先
頭
に
電
車
が
す
べ
り
出
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
頭
車
両
は
空
い
て
い
て
、
日
本
人
用

の
車
両
と
は
全
く
異
な
る
別
世
界
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
対
比
か
ら
、
日
本
人
用
の
車
両
の

す
さ
ま
じ
い
混
雑
が
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
部
で
先
頭
車
両
の
こ
と
が
再
び

出
て
く
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
が
、
先
頭
車
両
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
先
頭
車
両
に
日
本
人
用
車
両
が
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
占
領
下
の
日

本
の
暗
喩
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

最
後
の
一
文
で
「
お
れ
」
の
不
快
感
を
暗
示
し
て
い
た
痰
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
ど
さ
く
さ

に
ま
ぎ
れ
て
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
お
れ
」の
不
快
感
の
も
と
に
な
っ

て
い
る
問
題
が
き
ち
ん
と
解
決
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
つ
の

ま
に
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
は
何
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
占
領
軍
に
先
導
（
指
導
）
さ
れ
る
状
況
、
や
り
き
れ
な
さ
や
苛
立
ち
、
精
神
の

荒
廃
し
た
出
口
な
し
の
状
況
は
、
こ
の
あ
と
も
続
く
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　
「
軍
楽
」

　

以
上
の
よ
う
に
「
お
ど
る
男
」
を
読
ん
で
き
た
が
、
こ
の
小
説
は
「
軍
楽
」
と
読
み
比
べ
る

こ
と
で
深
さ
を
増
す
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
十
一
月
七
日
に
執
筆
さ
れ
た

「
お
ど
る
男
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
わ
ず
か
十
日
違
い
で
書
か
れ
た
「
軍
楽
」（
十
一
月
十
六
日
執

筆
）
は
、
復
員
し
て
き
た
あ
る
男
が
敗
戦
後
の
日
比
谷
公
園
で
外
国
軍
の
楽
隊
が
演
奏
す
る
慰

霊
祭
の
音
楽
を
聴
く
小
説
で
あ
る
。
男
は
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
「
殺
し
あ
つ
た
も
の
、
殺
さ
れ

あ
つ
た
も
の
た
ち
、
ゆ
る
せ
よ
。
殺
さ
れ
合
う
も
の
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
生
き
残
つ
た
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も
の
た
ち
、
ゆ
る
せ
よ
…
…
」
と
思
う
。
悲
惨
で
あ
っ
た
戦
争
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
敵
味
方

か
か
わ
り
な
く
多
く
の
死
者
た
ち
に
思
い
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
小
説
は

何
よ
り
も
反
戦
平
和
を
意
図
し
た
作
品
と
読
め
る
で
あ
ろ
う
。だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
軍

楽
」
に
は
複
雑
な
テ
ー
マ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
小
説
は
こ
ん
な
ふ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　
一
九
四
五
年
九
月
末
の
あ
る
日
、
ひ
と
り
の
兵
隊
服
を
着
た
男
が
渋
谷
か
ら
日
比
谷
の
方
へ

歩
い
て
い
た
。
こ
の
男
は
、
一
週
間
前
に
復
員
し
て
き
て
い
た
。
日
本
が
降
伏
す
る
二
ヵ
月
前

に
召
集
さ
れ
、
あ
る
山
村
へ
行
き
、
そ
こ
で
八
月
十
五
日
を
迎
え
た
あ
と
、
東
京
へ
戻
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
男
は
、
次
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

　

男
は
社
会
主
義
者
だ
つ
た
か
ら
、
戦
争
に
な
つ
た
あ
く
る
日
検
挙
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら

ず
つ
と
通
い
で
し
ら
べ
ら
れ
て
い
た
。
わ
た
し
は
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
の
戦

争
を
帝
国
主
義
侵
略
戦
争
と
し
て
認
め
て
こ
れ
に
反
対
す
る
。
わ
た
し
は
日
本
に
社
会
主

義
革
命
を
成
功
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。
い
ま
ま
で
の
わ
た
し
の
す
べ
て
の
言
動

は
そ
こ
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
わ
た
し
は
改
め
て
し
か
と
認
め
る
。
そ
う
警
察
は

男
に
言
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
社
会
主
義
者
と
し
て
認
め
て
い
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
し

か
し
そ
れ
を
、
労
働
人
民
に
は
か
く
し
て
、
警
察
に
だ
け
認
め
る
こ
と
は
よ
く
な
か
つ
た
。

ひ
と
月
、
ふ
た
月
、
三
月
、
半
年
、
一
年
、
二
年
、
三
年
と
続
く
う
ち
、
男
に
は
、
相
手
の

言
い
な
り
に
認
め
よ
う
か
と
思
う
瞬
間
が
あ
つ
た
。
い
ま
に
戦
争
が
終
る
だ
ろ
う
、
日
本

が
負
け
て
終
る
だ
ろ
う
、
そ
の
と
き
ま
で
引
つ
ぱ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
が
男
を
思
い

き
り
わ
る
く
さ
さ
え
て
き
た
。召
集
令
状
が
来
た
日
ま
で
男
は
警
察
へ
通
い
つ
づ
け
た
。（『
中

野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
五
一
頁
）

　

男
は
「
社
会
主
義
者
」
と
言
わ
れ
て
い
て
「
共
産
主
義
者
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
お
そ

ら
く
、
第
一
節
で
見
た
よ
う
な
占
領
政
策
が
転
換
さ
れ
た
情
勢
で
あ
っ
た
一
九
四
八
年
十
一
月

段
階
で
「
共
産
主
義
者
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
に
中
野
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
争
中
、
警
察
に
通
わ
せ
ら
れ
て
転
向
を
約
束
す
る
手
記
を
執

筆
さ
せ
ら
れ
て
い
た
中
野
自
身
の
経
験
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
記
述
で
あ
る
。「
お
ど
る
男
」

で
は
語
り
手
「
お
れ
」
で
あ
っ
た
の
が
、「
軍
楽
」
で
は
「
男
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
野

自
身
が
「
男
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

汗
を
ふ
き
な
が
ら
歩
く
男
は
、
日
比
谷
が
近
く
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
警
視
庁
と
裁
判
所

を
見
て
や
ろ
う
と
思
う
。「
あ
い
つ
ら
、
ま
だ
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
歯
の
あ
い
だ
へ
火
箸
を
打
ち

こ
ん
だ
り
、
無
垢
な
娘
の
陰
毛
を
焼
い
た
り
し
た
あ
い
つ
ら
、
ま
だ
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、「
爬
虫
類
の
よ
う
な
警
視
庁
」
の
こ
と
を
考
え
、
自
分
が
捕
え
ら
れ

て
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
敗
戦
直
後
の
日
比
谷
は
、
す
べ
て
が
「
乞
食
の
よ
う
に
つ

ぶ
れ
て
、
う
す
ぎ
た
な
く
無
気
力
に
横
た
わ
つ
て
」
い
る
よ
う
に
男
に
は
見
え
た
。「
見
か
け

る
人
と
い
う
人
が
衰
弱
し
て
見
え
た
」
と
い
う
。「
乞
食
の
よ
う
に
つ
ぶ
れ
て
、
う
す
ぎ
た
な

く
無
気
力
」
で
あ
る
の
は
、
男
も
そ
う
で
あ
る
。「
お
ど
る
男
」
で
見
た
よ
う
な
精
神
の
荒
廃

と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
こ
の
作
品
で
も
う
か
が
え
る
が
、「
お
ど
る
男
」
に
な
か
っ

た
観
点
は
、
拷
問
を
お
こ
な
っ
て
い
た
警
視
庁
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
前
の
資
本
家
階
級
や
天

皇
な
ど
の
支
配
層
を
敵
と
み
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
が
く
孤
立
し
て
さ
い
な
ま
れ
て
き
た
た
め
、
男
の
精
神
は
一
人
前
ら
し
く
な
い
も
の
に

し
な
び
て
い
た
。
仕
事
を
国
民
の
手
に
わ
た
す
ま
い
と
し
て
、
春
以
来
秘
密
に
事
を
運
ん

で
き
た
大
資
本
家
階
級
の
目
論
見
は
こ
の
男
に
も
利
い
て
い
た
。
戦
争
の
終
結
は
、
国
民

に
た
い
す
る
最
大
の
不
意
打
ち
と
し
て
絶
対
に
上
か
ら
打
ち
お
ろ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
。
こ
ろ
あ
い
を
見
は
か
ら
つ
て
い
た
大
資
本
家
階
級
が
「
よ
し
！
」
と
命
令
し
た
。
天

皇
が
幕
を
切
つ
て
お
と
し
た
。
新
し
い
内
閣
が
す
べ
て
の
も
の
を
か
く
し
こ
み
、
腰
く

だ
け
で
す
わ
り
こ
ん
だ
人
び
と
を
追
い
た
て
て
証
拠
書
類
を
焼
か
せ
た
。
山
の
な
か
の
村
で
、

男
の
部
隊
も
二
日
間
書
類
を
焼
い
た
。そ
こ
か
ら
何
か
を
取
り
だ
し
て
く
る
た
め
、「
よ
し
！
」

と
い
つ
て
立
つ
て
行
く
気
に
男
は
な
れ
な
か
つ
た
。
よ
ろ
こ
び
が
来
た
と
き
に
戸
惑
い
が
来

た
の
で
も
あ
つ
た
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
五
二
頁
）

　
「
な
が
く
孤
立
し
て
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
」
と
い
う
の
は
、
戦
争
中
、
か
つ
て
の
運
動
仲
間

と
は
離
れ
て
し
ま
い
、
男
が
ひ
と
り
で
警
察
に
通
い
続
け
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
戦
争

の
終
結
は
、
男
に
喜
び
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
同
時
に
戸
惑
い
も
感
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

男
は
、
戦
争
の
終
結
を
手
放
し
の
歓
喜
の
う
ち
に
迎
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
萎
縮
し
た
精
神
を

抱
え
て
戸
惑
い
な
が
ら
、
戦
後
と
い
う
時
代
を
歩
き
始
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
が
歩
い
て

い
る
男
の
姿
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
新
し
い
時
代
を
歩
き
始
め
た
と
い
う
比
喩
表
現
で
も
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あ
る
の
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
決
し
て
潑
剌
と
し
た
も
の
で
は
な
く
「
乞
食
の
よ
う

に
つ
ぶ
れ
て
、う
す
ぎ
た
な
く
無
気
力
」
な
情
景
の
な
か
を
歩
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
い
っ

た
い
、
そ
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
大
資
本
家
階
級
と
天
皇
に
あ
り
、
彼
ら
は
証

拠
書
類
を
焼
か
せ
て
戦
争
は
終
結
し
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
支
配
層
を
批
判

し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
道
の
途
中
で
見
か
け
た
外
国
兵
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

し
か
し
男
は
、
外
国
兵
た
ち
の
正
式
の
軍
服
が
平
和
的
に
、
自
分
の
星
を
取
つ
た
帽
子
、

肩
章
を
む
し
り
取
つ
た
か
ば
か
ば
の
夏な

つ
い
こ

衣
袴
が
軍
国
主
義
的
に
見
え
る
と
い
う
意
識
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。
戦
闘
帽
、
そ
の
下
の
坊
主
刈
り
頭
、
汗
に
ま
み
れ
た
汚
い
黒
い
顔
、

や
せ
た
か
ら
だ
、
洗
濯
で
筋
に
な
つ
て
剥
げ
た
上
着
、
ズ
ボ
ン
、
膝
下
の
つ
ぼ
ま
り
具
合
、

そ
う
い
う
す
べ
て
が
す
べ
て
の
弁
解
を
越
え
て
い
た
。
そ
れ
は
つ
ま
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
は

野
蛮
で
あ
つ
た
。

　
「
君
ら
何
で
じ
つ
と
し
て
い
た
ん
だ
。
お
れ
た
ち
あ
す
こ
ま
で
来
て
た
じ
や
な
い
か
。」

そ
う
い
わ
れ
た
ら
一
言
も
な
い
と
い
う
感
じ
が
男
の
な
か
に
出
て
い
た
。
服
装
の
清
潔
さ
と

美
し
さ
と
が
そ
う
言
つ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
言
つ
た
つ
て
仕
方
が
な
か
つ
た
じ
や
な
い
か
…
…
」
と
い
つ
て
苦
笑
す
る

こ
と
が
、
国
内
的
に
は
通
つ
て
も
国
際
的
に
は
通
ら
ぬ
ひ
ろ
い
間
に
合
わ
な
さ
が
男
に
よ
く

わ
か
つ
た
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、
五
六
頁
）

　

男
は
、
他
に
着
る
服
が
な
い
の
だ
ろ
う
、
い
ま
も
兵
隊
服
の
姿
で
い
る
。
そ
し
て
、
外
国
兵

の
軍
服
と
、
日
本
の
兵
隊
服
と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
外
国
兵
の
軍
服
が
平
和
的
で
、
自
分
の

兵
隊
服
が
軍
国
主
義
的
に
見
え
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
（
こ
こ
で
は
米
軍
を
代

表
と
す
る
連
合
国
軍
）
が
平
和
を
、
日
本
が
軍
国
主
義
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
位
置
づ
け

に
な
っ
て
い
る
。
外
国
兵
か
ら
「
君
ら
何
で
じ
つ
と
し
て
い
た
ん
だ
。
お
れ
た
ち
あ
す
こ
ま
で

来
て
た
じ
や
な
い
か
。」
と
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
び
く
び
く
し
て
い
る
の
は
、
日
本
人
が

自
分
た
ち
の
力
で
軍
国
主
義
を
打
ち
倒
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
じ
っ
と
し
て
い
た
だ
け
で
何

も
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
非
難
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
自

分
の
格
好
が
野
蛮
な
も
の
に
し
か
思
え
な
い
男
に
は
、「
そ
ん
な
こ
と
言
つ
た
つ
て
仕
方
が
な

か
つ
た
じ
や
な
い
か
…
…
」
と
い
う
弁
解
が
、
日
本
国
内
で
は
通
用
し
て
も
国
際
的
に
は
通
用

し
な
い
言
い
わ
け
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
九
三
二
年
の
満
州

国
建
国
を
め
ぐ
る
問
題
に
よ
り
、
翌
年
、
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
国
際
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
っ
た
経
緯
が
想
起
さ
れ
る
。
日
本
の
正
当
性
は
自
国
内
部
だ
け
で
通
用
す
る
も
の
で
、

国
際
的
に
み
れ
ば
通
用
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
自
国
の
内
側
の
論
理
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い

た
戦
時
日
本
を
克
服
し
て
国
際
社
会
へ
復
帰
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
兵
隊
服
が
象
徴
す
る
軍

国
主
義
を
な
く
し
平
和
へ
の
道
を
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
あ
り
得
な
い
。
こ
こ
に
は
、
当
時
、

大
東
亜
戦
争
と
呼
ば
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
「
帝
国
主
義
侵
略
戦
争
」
で
あ
っ
た
と
い
う

男
の
認
識
が
明
瞭
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
市
政
会
館
（
日
比
谷
公
会
堂
）
の
と
こ
ろ
へ
出
た
男
は
、
そ
こ
の
広
場
で
外
国
兵
の

音
楽
隊
が
演
奏
し
て
い
る
の
を
見
た
。
人
垣
の
な
か
に
ア
メ
リ
カ
兵
が
ま
じ
っ
て
い
て
、
上
官

に
対
し
て
報
告
者
が
敬
礼
を
し
て
何
か
報
告
す
る
の
が
見
え
た
。
男
は
、
そ
の
敬
礼
や
報
告
の

仕
方
を
見
て
「
非
常
な
違
い
を
発
見
し
た
」
と
考
え
る
。

　

そ
れ
は
敬
礼
の
仕
方
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
報
告
の
仕
方
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
歩
き

方
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
報
告
者
は
、「
も
の
を
い
う
」
声
で
、
い
わ
ば
話
し
て
い
た
。
男

に
は
、
距
離
も
あ
つ
た
が
一
語
も
わ
か
ら
な
か
つ
た
。

　
「
え
へ
ツ
！　

な
ん
だ
そ
の
声
。
大
き
く
、
も
つ
と
大
き
く
、
も
つ
と
大
き
く
だ
ツ
…
…
」

　

短
い
兵
隊
の
あ
い
だ
、
年
と
つ
た
新
兵
た
ち
が
は
た
き
こ
む
よ
う
に
ど
な
ら
れ
て
、
大

ご
え
を
出
そ
う
と
し
て
用
向
き
を
胴
忘
れ
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
こ
こ
に
は
な
い
ら

し
く
み
え
た
。
二
等
兵
が
折
箱
の
よ
う
に
手
を
あ
げ
、
そ
れ
を
じ
ろ
つ
と
見
た
軍
曹
が
指

を
ば
ら
ば
ら
に
し
た
手
を
あ
げ
、
そ
れ
を
さ
げ
、
そ
れ
か
ら
二
等
兵
が
、
ズ
ボ
ン
の
縫
目
へ

ば
た
つ
と
音
を
立
て
て
手
を
お
ろ
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
こ
こ
に
は
な
い
ら
し
く
み
え
た
。

彼
ら
の
歩
き
方
は
、
靴
底
が
ち
が
う
の
で
も
あ
ろ
う
、
音
を
立
て
な
か
つ
た
。
地
面
を
踏

み
つ
け
る
と
い
う
よ
り
、
か
ら
だ
を
進
め
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
目
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
た
。

ひ
と
り
の
と
き
も
隊
の
と
き
も
、
人
間
が
す
つ
す
つ
と
動
い
て
ど
た
り
ど
た
り
し
な
か
つ
た
。

男
は
目
を
は
な
さ
ず
に
汗
を
ふ
い
て
見
つ
づ
け
た
。（『
中
野
重
治
全
集
』
第
三
巻
、五
八
頁
）

　

男
は
、
自
分
が
兵
隊
で
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
目
の
前
の
ア
メ
リ
カ
兵
の
振



千葉工業大学研究報告　人文編　No . 51　2014 12 REPORT OF C . I . T . 　N o . 51　2014

る
舞
い
方
と
比
べ
て
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
や
り
方
が
ご
く
自
然
な
も
の

で
、
日
本
軍
の
よ
う
に
上
官
が
む
や
み
に
威
張
っ
て
下
級
兵
を
叱
り
と
ば
す
よ
う
な
こ
と
が
な

い
の
に
驚
い
て
い
る
。「
非
常
な
違
い
を
発
見
し
た
」と
い
う
男
の
思
い
は
、服
装
に
と
ど
ま
ら
ず
、

振
る
舞
い
に
お
け
る
日
本
軍
隊
の
野
蛮
な
軍
国
主
義
と
は
ま
る
で
異
な
る
ア
メ
リ
カ
兵
の
自
然

さ
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
作
品
の
主
要
テ
ー
マ
は
、
こ
の
場
面
の
あ
と
、
新
し
い
音
楽

が
お
こ
っ
た
と
き
の
男
の
感
動
、
す
な
わ
ち
「
ふ
る
え
あ
が
る
よ
う
な
、
痛
い
よ
う
な
も
の
を

感
じ
た
」「
人
の
た
ま
し
い
を
水
の
よ
う
な
も
の
で
浄
め
て
、
諸
国
家
・
諸
民
族
に
か
か
わ
り

な
く
、
何
ひ
と
つ
容
赦
せ
ず
、
し
か
し
非
常
に
い
た
わ
り
ぶ
か
く
整
理
す
る
よ
う
な
性
質
の
も

の
に
見
え
た
」「
殺
し
あ
つ
た
も
の
、
殺
さ
れ
あ
つ
た
も
の
た
ち
、
ゆ
る
せ
よ
。
殺
さ
れ
合
う

も
の
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
生
き
残
つ
た
も
の
た
ち
、
ゆ
る
せ
よ
…
…
」
と
い
う
部
分
に

表
れ
て
い
る
。
戦
争
は
勝
っ
た
方
も
負
け
た
方
も
多
大
な
犠
牲
を
残
し
た
。
し
か
し
、
勝
っ
て

も
負
け
て
も
そ
の
勝
敗
に
関
係
な
く
、
戦
争
で
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
多
く
の
人
た
ち
へ
の

鎮
魂
が
「
軍
楽
」
の
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
小
説
が
示
す
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
慰
霊
祭
の
音
楽
に
よ
っ
て
、
男

が
戦
争
の
悲
惨
さ
や
む
ご
さ
を
痛
感
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、
戦
前
戦
中
に
お
け
る
日
本
の
軍

国
主
義
、
警
察
の
残
虐
な
暴
力
、
支
配
層
の
狡
猾
な
目
論
見
な
ど
へ
の
批
判
を
、
外
国
兵
と

の
比
較
に
お
い
て
描
き
だ
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
慰
霊
祭
の
音
楽
が
魂
を
浄
め
る
場
面

以
上
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
戦
争
責
任
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
進
駐
軍
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日

本
共
産
党
の
「
人
民
に
訴
う
」
は
、
敗
戦
直
後
の
十
月
十
日
付
け
で
「
赤
旗
」
第
一
号
（
十
月

二
十
日
発
行
）
に
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
お
よ
び
軍
国
主
義
か
ら
の
、
世

界
解
放
の
た
め
の
連
合
国
軍
隊
の
日
本
進
駐
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
革
命
の
端

緒
が
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
に
た
い
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
」
と
言
わ
れ

て
い
た
。
解
放
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
進
駐
軍
は
「
解
放
軍
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
解
放

軍
へ
の
感
謝
の
表
明
は
、
日
本
共
産
党
だ
け
で
な
く
、
袖
井
林
二
郎
『
拝
啓　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
様　

占
領
下
の
日
本
人
の
手
紙
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

親
し
み
を
込
め
て
、
五
〇
万
通
に
も
の
ぼ
る
手
紙
を
書
い
た
日
本
人
全
体
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
人
の
多
く
は
、
進
駐
軍
を
平
和
の
使
者
と
し
て
心
か
ら
歓
迎
し
て
受
け
入
れ
た
の

で
あ
っ
た（

注
３
）。

　

以
上
の
よ
う
に
「
軍
楽
」
は
、
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
お
ど
る
男
」
と
は
、
ま
る

で
異
な
る
正
反
対
の
テ
ー
マ
を
見
せ
て
い
る
。
軍
国
主
義
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
痛
烈
に
批
判
し
、
平

和
を
体
現
す
る
占
領
軍
（
進
駐
軍
）
観
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
戦
前
の
支
配
層
へ
の
憎
悪
を
織
り

込
み
な
が
ら
、
そ
の
対
極
に
あ
る
外
国
兵
が
平
和
と
民
主
主
義
を
も
た
ら
し
た
存
在
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
他
方
、「
お
ど
る
男
」
で
は
、
占
領
軍
に
対
す
る
批
判
的
視
点
が
埋
め
込
ま
れ
、

一
般
の
日
本
人
に
は
あ
り
得
な
い
占
領
軍
の
特
別
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
日
本
人
の
み
じ
め
な
状

態
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
占
領
と
い
う
事
態
に
対
す
る
中

野
重
治
の
複
眼
的
な
見
方
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
占
領
は
屈
辱
的
な
事
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
軍
国
主
義
は
、
も
っ
と
受
け
入
れ
が
た
い
、
野
蛮
で
非
人
間
的
な
事
態

で
あ
っ
た
。
そ
の
両
面
を
こ
れ
ら
の
小
説
は
克
明
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
お
ど
る
男
」
に
描
か
れ
た
の
は
、
敗
戦
日
本
の
疲
弊
し
荒
廃
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
日
本

の
荒
廃
は
、
破
壊
さ
れ
た
建
物
や
不
足
す
る
物
資
や
社
会
の
無
秩
序
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の

精
神
そ
の
も
の
が
荒
廃
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ら
い
ら
し
て
晴
れ
や
か
な
気
持
ち

に
な
れ
ず
損
得
だ
け
を
考
え
て
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
け
ち
な
根
性
の
蔓
延
を
、
こ
の
小
説
の

冒
頭
は
、
電
車
を
待
つ
人
々
の
様
子
や
語
り
手
自
身
の
内
面
を
語
る
こ
と
で
描
い
て
い
る
。

　

自
分
だ
け
を
守
ろ
う
と
し
て
、
弱
い
立
場
に
い
る
者
を
い
た
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、

「
不
幸
な
娘
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
表
れ
て
い
た
し
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
下
敷
き
と
な
っ
て
、
タ

イ
ト
ル
「
お
ど
る
男
」
の
由
来
で
も
あ
る
、
の
ち
の
お
や
じ
の
話
が
導
か
れ
て
い
た
。
小
説
の

山
場
は
、
こ
の
鳥
打
帽
の
お
や
じ
と
中
年
の
女
と
語
り
手
と
の
場
面
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
位

置
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
で
悲
劇
（
喜
劇
の
よ
う
に
も
見
え
る
も
の
悲
し
さ
！
）
を
体
現
せ
ざ

る
を
得
な
い
お
や
じ
の
位
置
は
、
占
領
さ
れ
て
い
た
当
時
の
日
本
の
位
置
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
の
弱
い
立
場
の
お
や
じ
を
笑
い
者
に
す
る
中
年
の
女
が
「
邪
険
な
声
」
で
「
下
男
を
で

も
突
き
飛
ば
す
よ
う
な
剣
幕
」
で
非
難
し
た
と
き
、「
お
れ
」
は
女
を
罵
倒
し
て
や
り
た
い
と

思
う
。
女
を
や
り
こ
め
る
こ
と
は
つ
い
に
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、「
お
れ
」
が
女
に
腹
を
立

て
て
成
敗
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
人
全
体
の
精
神
状
況
に
抗
う
気
持

ち—
—

す
な
わ
ち
、
こ
と
の
善
悪
な
ど
ど
う
で
も
い
い
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
よ

う
な
荒
ん
だ
精
神
状
況
か
ら
脱
し
て
い
き
た
い
、
脱
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
願
い
を
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意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
お
れ
」
の
人
間
性
は
、
間
違
っ
た
も
の
や
卑
怯
な
も
の
を

憎
み
、正
し
い
方
向
へ
向
か
わ
せ
た
い
と
い
う
倫
理
観
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
お

れ
」
が
き
ち
ん
と
も
の
ご
と
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
的
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
結
局
「
お
れ
」
は
罵
倒
で
き
な
か
っ
た
。
未
発
の
罵
倒
語
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
罵
倒
し
て
女
を
成
敗
す
れ
ば
、
悪
を
懲
ら
し
め
て
正
義
が
最
後
に
勝
つ
と
い
う

類
型
的
な
話
に
な
り
か
ね
な
い
。
だ
が
、
こ
の
小
説
は
、
そ
の
よ
う
な
凡
庸
な
類
型
を
免
れ
て
、

個
人
の
倫
理
観
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
も
っ
と
大
き
な
力
の
存
在
を
示
す
ド
ラ
マ
な

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
結
局
、
作
品
の
冒
頭
、
振
り
出
し
に
戻
る
出
口
な
し
の
よ
う
な
敗
戦
後

の
日
本
の
状
況
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
が
置
か
れ
た
位
置
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
触

れ
た
、
不
幸
な
位
置
に
置
か
れ
た
お
や
じ
が
思
わ
せ
る
日
本
の
位
置
は
、
先
頭
の
車
両
に
先
導

さ
れ
て
い
く
す
し
詰
め
の
日
本
人
用
の
車
両
に
よ
っ
て
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
優
遇
さ
れ
て
い

る
占
領
軍
車
両
と
混
雑
を
極
め
る
日
本
人
車
両
と
の
対
比
は
、
日
本
人
が
弱
い
立
場
に
置
か
れ
、

占
領
軍
に
よ
っ
て
先
導
（
指
導
）
さ
れ
る
と
い
う
状
況
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
一
方
「
お
ど
る
男
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
小
説
「
軍
楽
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
対

し
て
の
好
意
的
な
見
方
が
描
か
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
普
通
で
人
間
的
な
振
る
舞
い
方
が
、
日
本

の
野
蛮
な
軍
国
主
義
の
や
り
方
と
は
ま
る
で
違
っ
て
い
る
こ
と
に
主
人
公
の
男
は
驚
く
の
で
あ

る
。
男
は
日
本
の
軍
国
主
義
は
嫌
だ
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
。
慰
霊
祭
の
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、

戦
争
は
本
当
に
人
々
を
苦
し
め
た
と
心
か
ら
思
う
。「
軍
楽
」
で
は
、
戦
時
下
の
日
本
の
軍
国

主
義
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
し
た
外
国
（
ア
メ
リ
カ
）
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
日
本
の
軍
国
主

義
を
批
判
し
、民
主
的
な
ア
メ
リ
カ
を
好
ま
し
く
思
う
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、「
お

ど
る
男
」
で
は
、
占
領
軍
専
用
車
両
と
日
本
人
用
車
両
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
苦
難
を
強
い
ら

れ
る
日
本
人
を
描
き
だ
す
こ
と
で
、
占
領
軍
へ
の
批
判
を
埋
め
込
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
批
判
の
対
象
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
と
、
羨
望
の
対
象
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
時
代
背
景
を
見
る
さ
い
に
は
一
面
的
な
見
方
で
は
不
十
分

で
あ
り
、「
お
ど
る
男
」
と
「
軍
楽
」
と
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の
支
配
層
と
被
支

配
層
と
の
関
係
、
戦
後
日
本
の
置
か
れ
た
立
場
、
戦
後
の
日
米
関
係
な
ど
が
浮
び
あ
が
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
吉
田
茂
＝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
集（

注
４
）』

に
お
い
て
序
文
を
寄

せ
た
ジ
ョ
ー
・
Ｂ
・
ム
ー
ア
の
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

　

日
本
占
領
は
七
年
足
ら
ず
で
終
わ
っ
た
。
し
か
し
占
領
の
も
た
ら
し
た
民
主
改
革
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
こ
の
半
世
紀
は
げ
し
い
議
論
が
続
い
て
い
る
。
一
方
の
側
に
は
、
明
治
以
来

の
日
本
の
社
会
運
動
の
中
で
追
求
さ
れ
て
き
た
権
利
、
つ
ま
り
自
分
の
生
を
形
づ
く
る
決
定

に
参
加
し
た
い
と
い
う
、
ふ
つ
う
の
日
本
人
の
望
み
を
、
占
領
に
よ
る
民
主
改
革
が
実
現
し

た
の
だ
と
見
る
人
々
が
い
る
。
他
方
に
は
、
日
本
の
民
主
化
な
る
も
の
は
、
こ
の
国
古
来
の

文
化
的
伝
統
と
国
家
の
主
体
性
を
占
領
軍
の
強
圧
に
よ
っ
て
破
壊
し
、
外
来
の
「
西
欧
」
的

価
値
を
強
要
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
人
々
が
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
占
領
政
策
に
対
す
る
肯
定
と
否
定
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
い
っ
そ
う
の

分
断
を
見
せ
て
現
在
の
日
米
関
係
や
歴
史
認
識
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
敗
戦
後
、
お

よ
そ
六
年
八
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
占
領
政
策
が
推
進
さ
れ
、
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
軸
と
し
た
戦

後
改
革
が
す
す
め
ら
れ
た
。
戦
後
改
革
は
、
な
に
よ
り
も
戦
後
民
主
主
義
を
進
展
さ
せ
平
和

と
経
済
発
展
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
占
領
軍
の
支
配
の
も
と
で

の
こ
と
で
あ
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
米
国
に
従
属
す
る
か
た
ち（

注
５
）で

あ
っ
て
、
日
本
は
独
立
し
た
一

国
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
講
和
条
約
発
効
後
、日
本
は
よ
う
や
く
占
領
を
脱
す
る
。
だ
が
、

沖
縄
や
北
方
領
土
は
取
り
残
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
い
ま
も
変
わ
ら
ず
取
り
残
さ
れ
続
け
て
い

る
。
一
九
七
二
年
の
施
政
権
返
還
ま
で
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ
り
、
現
在
も
講
和
条

約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
、
沖
縄
に
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
米
軍

基
地
が
あ
る
。
米
国
従
属
の
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
他
方
、
ロ
シ
ア
の
占
領
支
配
を
受
け
て
い

る
北
方
領
土
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う（

注
６
）。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
ふ
た
つ
の
短
篇
小
説
に
見
ら
れ
た
占
領
軍
へ
の
両
義
的
見
解
は
、
中

野
の
占
領
に
対
す
る
複
眼
的
な
見
方
を
示
し
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
占
領
と
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、
現
在
で
も
そ
の
問
題
は
政
治
的
立
場
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

一
九
四
八
年
と
い
う
重
要
な
年
に
書
か
れ
た
中
野
重
治
の
ふ
た
つ
の
短
篇
小
説
は
、
そ
れ
を
考

え
る
さ
い
に
有
効
な
視
点
を
供
与
し
て
く
れ
て
い
る
。
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注
 　

（
１
）‌

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
『
敗
北
を
抱
き
し
め
て
』
上
下
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
増
補
版
は

二
〇
〇
四
年
）

　
（
２
）
所
澤
秀
樹
『
国
鉄
の
戦
後
が
わ
か
る
本
』
上
巻
（
山
海
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

　
（
３
）
袖
井
林
二
郎
『
拝
啓　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
様
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
原
著
は
大

月
書
店
、
一
九
八
五
年
刊
）
に
よ
る
。
同
書
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
紙
の
文
例
に
も

あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
五
〇
万
通
の
手
紙
の
ほ
と
ん
ど
は
、
占
領
に
好
意
的
で
あ
り
、
新
し
い
支
配
者
で

あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
支
持
と
賞
讃
の
念
を
披
露
し
て
い
た
。
拙
著
『
戦
後
日
本
、
中
野
重
治
と

い
う
良
心
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
述
し
た
。

　
（
４
）
袖
井
林
二
郎
編
『
吉
田
茂
＝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
集
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、

原
著
は
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
）

　
（
５
）
白
井
聡
『
永
続
敗
戦
論
』（
太
田
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
戦
後
日
本
の
対
米
従
属
の
構
造

に
つ
い
て「
永
続
敗
戦
」と
い
う
概
念
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
敗
戦
の
帰
結
と
し
て
の
政
治
・

経
済
・
軍
事
的
な
意
味
で
の
直
接
的
な
対
米
従
属
構
造
が
永
続
化
さ
れ
る
一
方
で
、
敗
戦
そ
の
も
の
を
認

識
に
お
い
て
巧
み
に
隠
蔽
す
る
（
＝
そ
れ
を
否
認
す
る
）
と
い
う
日
本
人
の
大
部
分
の
歴
史
認
識
・
歴
史

的
意
識
の
構
造
が
変
化
し
て
い
な
い
、
と
い
う
意
味
で
敗
戦
は
二
重
化
さ
れ
た
構
造
を
な
し
つ
つ
継
続
し

て
い
る
。
無
論
、
こ
の
二
側
面
は
補
完
す
る
関
係
に
あ
る
。
敗
戦
を
否
認
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
際
限
の

な
い
対
米
従
属
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
深
い
対
米
従
属
を
続
け
て
い
る
限
り
、
敗
戦
を
否
認
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
」。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
「
永
続
敗
戦
」
と
呼
ん
で
、
戦
後
日
本
の
特
質
を
言

い
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
永
続
敗
戦
」
と
は
、「
戦
後
民
主
主
義
」
を
否
定
的
に
扱
い
「
戦

前
的
価
値
観
へ
の
共
感
を
隠
さ
な
い
政
治
勢
力
」
が
、
国
内
お
よ
び
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
敗
戦
を
否
認
し
、

他
方
、
米
国
に
対
し
て
は
敗
北
す
な
わ
ち
「
卑
屈
な
臣
従
」
を
続
け
る
構
造
の
こ
と
で
、「
敗
戦
を
否
認
す

る
が
ゆ
え
に
敗
北
が
無
期
限
に
続
く
」
構
造
で
あ
る
と
い
う
。

　
（
６
）
竹
前
栄
治
『
占
領
戦
後
史
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
原
著
は
双
柿
社
、
一
九
八
〇
年
刊
）

な
ど
に
よ
る
。

付
記

　

二
〇
一
三
年
九
月
一
四
日
か
ら
一
一
月
二
四
日
ま
で
、
石
川
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
中

野
重
治　

内
筆
原
稿
に
見
る
〈
文
学
者
〉と
し
て
生
き
た
生
涯
」
で
は
「
お
ど
る
男
」
の
草
稿
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
お
ど
る
男
」
の
元
の
タ
イ
ト
ル
は
「
実
用
的
な
話　

お
ど
り
」
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
ど
の
よ
う
な
意
図
で
つ
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
な
の
か
、
ま
た
改
変
の
意
図
は
何
で
あ
っ

た
の
か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。


